
はじめに 
第 2 次（2009 年版）改訂にあたって 

 
本書は、免震建築物の設計・施工に関わる意匠設計者、構造設計者、設備設計者および施工者を

対象に 2001 年 6 月に初めて発刊されました。免震建築物は、兵庫県南部地震(1995 年)以後着工件数

が急激に増加し、2009 年時点で戸建て住宅を除く免震建築物の数は約 2500 棟に達しています。昨

今では、免震装置や設計技術の進歩・発展により、超高層免震建築物、複合施設等の中間階免震建

築物、免震レトロフィットなど多様な免震構造の実施例が増えてきました。さらに、竣工後 20 年程

度の免震建築物は設備更新等の改修時期にあり、長寿命化のために適正な改修による免震性能の確

保が必要になってきています。 
一方、免震建築物を初めて経験される設計者および施工者がまだまだ少なくないのが現状です。

免震性能を十分発揮させるためには、地震により生ずる相対変位を免震層等において安全に吸収さ

せることが重要にもかかわらず、無配慮な設計・施工あるいは不適切な運営・維持管理の事例が報

告されています。とくに免震ピット、エキスパンション、設備配管等の免震継手、昇降設備および

免震部材の耐火被覆等は、設計、施工および維持管理において免震性能を確保するための重要なポ

イントです。 
本書は発刊されてから 7 年が経過したため、その内容を見直すとともに最新の知見および技術を

盛り込んで改訂することにしました。主な改訂内容は下記の通りです。 
 

1) 全体的に文章を見直し、より簡潔で分かりやすい表現にした。 
2) 準拠する基規準等を最新のものに修正した。 
3) 実施例が増加している中間階免震建築物を対象とした記載を充実させた。 
4)「免震建物点検技術者」より免震に関する無理解から発生する不適切事例が報告されており、 
それらを回避するための方策を本標準に反映させた。 

5) 免震エキスパンションについては、大地震時のはさまれ防止および落下防止等に関する対策を 
記載した。 

6) 新しい章として、「その他設備の免震対応」および「免震装置の耐火被覆」を追加した。 
7) 巻末の商品技術資料を更新および追加した。 
 

 既存および新築の免震建築物を健全な社会資本として残していくために、本書の積極的な活用を

切に願っております。 
 

2009 年 12 月 
社団法人日本免震構造協会 

技術委員会 
「免震建物の建築・設備標準」作成 WG 
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